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s Ｊ年をふ11かえって

　

梼或ん、明１しておめでとうございます。

　

昨年中は、腎友会また霞病４活動に多大・御９力を頂き

大変あｈ

　

昨年／年間をふりかえって、腎友会の活動状況を配して

み１した。

　

／月末ｒ、－路から始めて国会卵廟活動にＳ加（上田）

しました。ぷμ年分の國会鱗願蜀名も/｡2末Ｋ終了’し、皆

さλの協力によりｉして大きな成果を上げる事が出来１し

た。

　

Ｊ月iては、難病達全風患者・家族集会ｒ向けての全道一

粛衛裂讐名を行いｙ∂月゛ｇも北海道端病セン～一尊殷のた

めの署名活動も実施し、佛力下さいました皆さんＫは大変

御苦労棋でした。

　

ｉｊ年末から、人工腎臓武:つ1,４ての知鮪を一般市民IC理

解してもらおうと「脊友」の発行を肝画し、内容、資金舞

僥ICついて租々検討し、内容は腎友会で編集委員を決め、

その人mt/ctt^せる事ｇした。一番重要■資金ｒついては

廠門先生の強力ｔ恬躍ｒよ!）、釧路市と釧路支庁から補助

愈の交付を受けられる泰Ｋｔ!ｙ、重た、不足分についてtt

顧門先生方が、市内０有力者から寄附を受けたがら／θ月

1ては／よ∂∂部を完成し、年末ｒは関係各方面に発送、手

渡しを終７致しました。これら補助金を出してくれたのも

行敢側としても腎臓病の恐ろしさを一般市民に認駄してほ

しいと考えてＶｓるからだと思い１す・

　

会報というか「釧腎会ａａ･ス」の発行も／ｊ月末で／､ﾀ

号を数える事忙・り･ました。内容については、報告・通知

を兼ねて作成しました０で､今年は皆さんの近況報告とか

町・俳句等０作品ｔどの原稿を頂けるよう協力下さい・

　

会員相互の親睦を肝るための行事咆、／月の新年会で始

まり、６月の山採取!）、＆月≪:≪:川渦虻一泊旅行、そして

／θ月6Crt)i>^丿地区（帝広・北ｌ・釧路）合同ｒよる交

流会を阿寒で行い、「生きている」亭の喜ぴを参加者全貞

で感じた０ではｔいかと思いｉす。今年はー路地方腎友会

会輿金員が、無料で、体の不自由・人も、皆んなで助け合

いだから、怪力し合い実施したいと考えています。

　

リク９ｚ一シｓン○交通機関も･、釧路市の御配慮によ!）

福祉パスを使用出来るようＫたったｏまた、会合等の会場

も禰祉会館が無料で使用出来るようＫｔ!）、身障者会館と

ｊヶ所が無料で利用出来るようk:*!≫ました。

　

／／月始め便:は、腎友会会鳶としては始めての、弩友会

会員と釧路市長ほか関係皐り、腎友会靭門先生との話し合

いの席がもたれ、皆さんの活発な体験や意見の発曾にょり

斤９仰の袴さんも人工腎琴の苦しみの一端を分って頂いた

亀のと思います。今年もぜひ同じょうた席をつぐり、行９

ｒ訴えて行きたいと思います。

　

通院交通費の明瞭ｒついては、市内患者尼ついては岬祉

＾イヤーのチヶツトが交付されるようｒｔ!)ましたか、こ

りり挟は、市内の人より阿部の人の方が大変なのであり、

咋年末ｒ道ｒ対して4､隋葡禽今振出しｉしたけれど、１だ

盗段隋では実現不可能のようです・今年も道ｒ対しては遵

腎協を通じて活動を行い、蛤元では、当骸町村の恵者さん

が議員さんの誹力を得々がら、町村単位Ｋ鴎活動を展開し

ﾂtければ実現不可能と考えますので、郡部から来られてい

る患者さんはそれぞれ良いアイデアを考え出して下さい。

これには役賢も微力であｐｉすが、協力し１ずので竃しく

御啜い申し上げ１す。

　

市立病院Ｋ自家用車で通院している人は、駐車場がせ１

く、苦労していたと思い１すが、／／月から駐車可(道路

ｒ)０許可をもらったので。今勝は多少楽Ｋ力:つた事でし

ょう。

　

哨病溥会貸が個々に活動するのでは7iく、釧貼地区会員

一同が団結して賭行動を起すための囃病連釧略地区連が、

／ｊ月／∂日の準備会発足より始ま!}、今年ぷ月の結成大

会KI付け動き出す嶼ｒヵ;!2ました。同じ雛病で苦しむ者I同

士が助け合い、励まし合い々がら、全体の福祉の向上ｒむ

けて進ｔｔけれぱたり１せん。結成大会迄Ｋ欄々とお手伝

い瀕わたければならたいと思い１すので竃しくぉ凋い申し

上げます・

　

まだ、この他Ｋ年賀状印刷の取次、シャンプーの販売、

等々の活動を実施して来ました。

　

以上のようＫ書き表わしてみると．ｉＪ年も一定の成果

ｋ収めていると思い１すｏ会員一個人としては、それぞれ

あろうと思い１すが、腎友会は会員全体のものですのでヽ

全体としては一定０前進があったと思いますｏ

　

ｉＪ年1;1内外共に非常ｒ厳しい年であ1)ました。不況の

波がおしょせ、社会復帰をしたぐても、健康人でさえ、11

嘘たらたいのｒ．病人で、まして／￥間Ｋ何回も病院砂い

をしているとあっては、力:おさら孵しかったと思います。

　

このぷμ年|'ヒツジ年｣は、何とか良い年であ!?ますよ

う、何帛（でも|‘体当!)｣して生きている喜ぴを、皆ん４

が分ち合えるよう期待しております。

　　　　　　　　　　

釧腎会会長
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北見オホーツク会会長の中原弘昌氏が昨年末の/i2月

｡2j日Ｋ亡くｔられました６
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阿寒での交流会にも忿加されており、釧路でも鴎見知

りの人もおう

　

釧Ｗ会として弔亀を打っておきました。

　

皆様と共ｒ御冥福を祈ります。
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